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Abstract: The Iwato site is located in Bungo-ohno-City, Oita Prefecture, Kyushu, Japan.　This site 
was excavated three times. The first term excavation was practiced by Prof. Serizawa of The Tohoku 
University in the summer of 1967. The next excavation by Prof. Sakata of The Beppu University in 
the winter of 1978 was the 2nd term. The next excavation by Kiyokawa-Village in the autumn of 1978 
was the 3rd term. About 2,500 stone implements were found from these excavations. The Iwato 
site is one of the most important site for our understanding of the chronology of late palaeolithic in 
Kyushu island. In this study, I aim to rearrange the result of three excavations 
　I set five stages of cultural horizon from the late paleolithic industries based on Aira-Tanzawa 
tephra (AT) and Black-Band in this site. Namely the cultural horizons above AT were divided into two 
industries. Those below AT, were divided into three industries. Based upon this reevaluation, it was 
























































































































































以上、第 1 ～ 3 次調査の発掘面積は以下のようになる。
　第１次調査　1967 年　  102㎡
　第２次調査　1979 年　130.5㎡
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杉野　1957）と呼ばれている石器に類似する。A 類は 9 点
みとめられ，全体の 69％を占める。さらに A 類を調整され
た面によって細分した（第７図）。






















































































この器種が最も多い。刃部の形状から A ～ D 類に細分した。

























































































特徴でもある剥片全周の 3 ／ 4 を調整する刃部をもつ A 類、

































打撃 1'（653）→打撃 1（1019）→打撃 2（533）→打撃 3（732）
→打撃 4（722）→打撃 5（639 ＋ 640） → 打撃 6（733）→
打撃 7（592）→打撃 8（644）→打撃 9 → 731（石核）
第９図－ 653（長さ 6.0㎝、幅 5.5㎝）は初期段階で剥離
された斜め長の剥片である。背面には自然面を除去した横
位からの剥離痕がみられる。




図－ 533（長さ 6.6㎝、幅 4.3㎝）は初期段階で剥離され
た打面幅の大きい寸詰まりの剥片である。背面には自然面
を除去した横位からの剥離痕がみられる。



























同図－ 739（長さ 7.4㎝、幅 6.4㎝）は末広がりの幅広剥
片である。打面は一枚の平坦打面。背面側は腹面と同一方
向を示す二枚の剥離痕と逆方向のものが観察される。











に、打撃 A ～ D の順に上位から打撃された剥離痕が看取さ
れる。打撃 E 以外は打点がない。これらの打撃痕は打面再
生（打撃 a）によって除去されている。
Ｂ工程：再び目的とする剥片の剥離作業が打撃 E、1 ～ 5
の順でおこなわれる（打面部）。打撃 1（110） →打撃 2（37）
→打撃 3（54）→打撃 4（71）→打撃 5（192）。
Ｃ工程：打撃 5 の後、打面再生が石核の正面からおこな
われる（打撃 b － 39）。1 枚の剥片（この剥片は残存しない。）
の剥離後、石核（65）は放棄される。
第 10 図－ 110（長さ 4.7㎝、幅 3.0㎝）は小形で先細り
の縦長剥片である。打面は一枚の平坦打面。左位の側辺に
自然面を残す。




同図－ 54（長さ 5.7㎝、幅 5.3㎝）は幅広剥片である。打
面は自然面と一枚の剥離面で構成。左位の側辺に大きく自
然面を残す。初期段階の剥片である。
同図－ 71（長さ 9.4㎝、幅 5.0㎝）は縦長剥片である。打
面は一枚の平坦打面。左位の下側辺に自然面を残す。比較
的形状の整った石刃状の剥片である。








































































　Ｃ工程：その後、再びこの上設の打面から M → L → 1
（Ｅ－表土）→ 2（剥片９）の順で打撃され、縦長の剥片が
作出されている。石核（81）が遺棄される。
第 10 図－ 58 は（長さ 8.3㎝、幅 5.3㎝）は中ふくらみの
縦長剥片である。打面は小さな平坦打面。背面側は自然面
と腹面と同一方向からの剥離痕が観察される。




第 10 図－Ｅ－表土（長さ 4.6㎝、幅 2.9㎝）は中ふくら
みの小形縦長剥片。打面は小さな平坦打面。背面側は腹面
と同一方向を示す剥離痕と逆方向のものが二枚観察される。




































100 ～ 109 度・・・・・・・・・・・・・・9 点（31％）
110 ～ 119 度・・・・・・・・・・・・・・13 点（45％）
120 ～ 129 度・・・・・・・・・・・・・・6 点（21％）


























































第 12 図上は石核に剥片が 1 枚接合した図である。（A）













第 12 図右下には最終的に剥片が 7 枚接合した図である。
Ａ工程：自然面を打面として、打撃 a′→打撃 a（761）
→打撃 b の順におこなわれる。 
Ｂ工程：次に、打撃 b の剥離面を打面として打撃 A がお
こなわれる。ここで作業面と打面が入れ替る。











第 12 図－ 761（長さ 7.1㎝、幅 5.4㎝）は菱形を呈する
部厚い剥片である。小さな自然面の打面。背面には左位に
上位からの剥離面と自然面を大きく残す。




同図－ 820（長さ 7.6㎝、幅 8.0㎝）は台形状の剥片である。
打面幅が大きく部厚い。背面には上位に腹面と同一方向を
示す三枚の剥離痕と末端部と側面に大きく自然面を残す。
同図－ 810（長さ 7.9㎝、幅 9.4㎝）は打面幅の小さい幅
広剥片である。打面付近は薄い。背面には上位に腹面と同
一方向を示す三枚の剥離痕と末端部に自然面を残す。
同図－ 816（長さ 7.1㎝、幅 5.4㎝）は末広がりの剥片で
ある。背面には上位に腹面と同一方向を示す剥離痕と横位
のものがみられる。打面付近の側面に自然面を残す。

























































・  90 ～   99 度・・・・・・・・１点（８％）
・100 ～ 109 度・・・・・・・・２点（15％）
・110 ～ 119 度・・・・・・・・５点（38％）
・120 ～ 129 度・・・・・・・・４点（31％）
・130 ～ 139 度・・・・・・・・１点（８％）






































第 14 図上は、剥片 8 枚がすべて接合した図である。A・
B 両面は表裏の関係にあり、打点の切り合いから剥離作業
は A 面の方がＢ面よりも先であろう。
Ａ工程：A 面の剥離作業は、打撃 A ～ E の順におこなわれ、
打点が母岩の周縁をまわる。
Ｂ工程：B 面の剥離作業は A 面を打面として同じように
打撃が a ～ d・x・y の順でおこなわれる。
Ｃ工程：A 面を打面として、剥片 735、剥片 730、剥片
1347、剥片 737 が剥離される。
Ｄ工程：第 14 図左下は、B 面に看取された数枚の剥片を
除去した段階を示す接合資料で、剥片 3 枚が最終的に接合











































同図－ 1347（長さ 7.4㎝、幅 6.0㎝）は打面幅が大きい
幅広剥片である。打面は一枚の平坦打面。背面側は腹面と
同一方向を示す剥離痕が観察される。末端に自然面がある。
同図－ 737（長さ 6.0㎝、幅 9.0㎝）は打面幅が大きく、
厚さが薄い。幅広剥片である。点状の打面である。背面側
は腹面と同一方向を示す幅広の剥離痕がみられる。




同図下－ 391（長さ 5.5㎝、幅 4.5㎝）は先細りの小形剥
片である。打面幅が大きく二枚で構成される。背面側は全
て腹面に対して横位と下位からのものである。
同図－ 1021（長さ 5.1㎝、幅 6.1㎝）は幅広剥片である。
打面幅は大きく、厚さが薄い。背面側は腹面の剥離方向に
対して全周からの方向を示す。左側辺に自然面がある。




















離痕を打面として打撃 a ～ｇ→打撃 h（1168）がなされる。
Ｂ工程：打撃Ⅰ～ K がおこなわれ、打点が石核 1598 の
周縁をまわる。
Ｃ工程：B 面では、分割後にこの剥離面を打面として、
打撃 E（674）→打撃Ｆ（1746）→打撃 G がおこなわれる。
Ｄ工程：最終的に打撃 W・Ⅹがおこなわれ、石核 1598
が放棄される。 
第 15 図－ 1503（長さ 3.2㎝、幅 3.6㎝）は小形の幅広剥
片である。打面は平坦打面。背面側は腹面に対して横位と
からのものと右位側面に自然面を残す。
同図－ 1638（長さ 3.8㎝、幅 3.6㎝）は点状打面であるが、
小さい打面は平坦の一枚である。小形の幅広剥片。背面側
は腹面に対して横位とからのものがみられる。




同図－ 1746（長さ 4.6㎝、幅 5.3㎝）は打面が薄く、大きい。
形状が逆三角形を呈する幅広剥片である。背面側に腹面と
同一方向を示す剥離痕が観察される。末端は自然面を残す。
同図－ 674（長さ 3.1㎝、幅 3.4㎝）は打面が厚い、小形
の幅広剥片。背面側に腹面と同一方向を示す剥離痕が観察
される。末端に自然面を残す。




同図－ 1504（長さ 5.2㎝、幅 6.5㎝）は斜め長の剥片である。
打面は平坦打面。背面側は腹面と同一方向を示す剥離痕が
二枚並ぶ。末端には自然面を残す。













第 15 図下は石核に剥片が 3 枚接合したものである。母
岩㊻には石核が放棄される直前の剥離作業が看取される。
Ａ面は打撃 a ～ C がおこなわれた後、剥離作業が A 面の左
端に移動し、剥離作業 d・e がおこなわれる。打撃 k（10）
の後、B 面で打撃 A（63）→打撃 B、C がおこなわれる。次




第 15 図－ 10（長さ 4.4㎝、幅 4.2㎝）は小形の幅広剥片
である。打面は平坦打面。背面側に腹面と逆方向を示す剥
離痕と横位のものが観察される。左側辺に自然面を残す。
同図－ 18（長さ 5.3㎝、幅 3.2㎝）は小形の縦長剥片であ
る。打面は平坦打面。背面には多方向からの剥離を示す。
同図－ 63（長さ 4.2㎝、幅 3.9㎝）は打面が小さい、小形
の幅広剥片である。背面には多方向からの剥離を示す痕跡
がみられる。右側辺上部に自然面を残す。






















































・80 ～ 89 度 ・・・・・・・・・・・・・・・1 点（3％）
・90 ～ 99 度 ・・・・・・・・・・・・・・・2 点（6％）
・100 ～ 109 度・・・・・・・・・・・・・・7 点（22％）
・110 ～ 119 度・・・・・・・・・・・・・・10 点（31％）
・120 ～ 129 度・・・・・・・・・・・・・・11 点（34％）
・130 ～ 139 度・・・・・・・・・・・・・・1 点（3％）
打角は 120 ～ 129 度が最も多く、34％を占めるが、次ぎ
に 110 ～ 119 度のものも多い。Ⅰ・Ⅱ類に比べてⅢ類は打




































ている C 類石核。いま一つは、多面体石核とする E 類石核
の存在が想定される。剥離作業が表面に限定される C1 類石





































































第 17 図－①　打撃 C は打面調整の剥離痕である。これ
が右位に施された最終的な剥離痕である。
次に、打撃 1（◆）がおこなわれ､翼状剥片 1 が作出される。
第 17 図－②　打撃 D（●）が左位に底面より打面調整
として施される。次に打撃 2（◆）がおこなわれ、翼状剥片
267 が作出される。








第 17 図－⑤　打面調整を全く施さず、打撃 5（◆）がお
こなわれ、翼状剥片 278 が作出される。打面調整痕 C・E・
G は先の剥離痕である。



































































































267（126 度）、217（120 度）、278（123 度）。 打角は 120






















を A ～ D 類に分類したが、剥片生産技術第Ⅰ～Ⅳ類との対
応関係で検討してみたい。
Ａ類石核：打面が 1 カ所か、上下の対応する 2 カ所に設
定される石核で剥離作業がその打面上を後退していくもの。








































































































































ら推定して、この翼状剥片石核からは 1 ～ 2 枚の翼状剥片
しか剥離されなかったものと考えられる。ａ面には調整痕
が打面縁辺に沿ってみとめられる。この石核の正面観は「山








E 類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 個 （6％）
石核 D 類は 17 個（27％）みとめられるが、翼状剥片石

















































































1979 年 2 月に別府大学の坂田邦洋氏よって岩戸遺跡の第
2 次調査がおこわれ、第 1 次調査区の東に隣接する地区で
発掘がおこなわれた。この時は、遺跡全体に試掘がかけら
れ、調査面積は 130.5㎡におよんだ。旧石器時代の文化層が








位の黒色帯からは、岩戸 E 文化層－ 1 点、岩戸 F 文化層－
13 点の石器が出土している。黒色帯が抜けた下位の黄褐色
のハード・ローム層（第 11 ～ 13 層）からは岩戸 G 文化層
－ 8 点、岩戸 H 文化層－ 10 点、岩戸Ⅰ文化層 12 点、岩戸
























ナイフ形石器（第 20 図一 1 ～８）  
ナイフ形石器は 13 点存在する。上述した岩戸第Ⅰ文化
層のナイフ形石器の分類基準で整理すると、A 類 3 点、B 類
4 点、C 類 2 点、F 類 1 点に分類される（不明 3 点）。B 類








































































































































1979 年 10 月には、清川村と大分県教委によって第 3 次
調査がおこなわれ、旧石器時代の文化層が 3 枚、縄文時代













合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  139 点
第６層下部出土の石器群の遺物は、139 点であるが、そ
の内、石器類は 118 点となった。また､ 母岩別資料は７母
岩で母岩 No. ⑦・⑨・⑱・㉑・㉔・㉕・㉚である。
第 3 次調査では 32㎡（旧石器のみ）が発掘され、第４
トレンチの第６層（褐色のローム層）から石器・礫岩が
４３９点発見され、それをヴィ－ナス曲線によって上下 2
枚の旧石器時代の文化層（岩戸 6 上層石器群－ 315 点、岩
戸 6 下層石器群－ 118 点）の存在を確認した。また、黒色
帯に相当する第 8 層からも 3 点の石器が検出された（岩戸
8 層）。
第 21図　第４トレンチ遺物垂直分布曲線と断面投影図（西壁） 
 （清川村教委 1983 より）
（個数）
200 150 100 50 0
78 柳　田　俊　雄
第 22図　第４トレンチ第６層下部出土の石器類（清川村教委 1986 より）
79大分県岩戸遺跡における三調査の整理と再評価－本石器群の層位的事例と九州地方の旧石器時代編年－
ａ）石器組成と剥片生産技術の特徴について
ナイフ形石器（第 22 図－ 524 ＋ 426 ＋ 483・486・513・520）
本文化層からは 4 点発見された。



























































右位に接合資料の模式図を示した。接合資料 A →接合資料 B・
C の順で分割されている（c）。
分割資料 A（第 24 図左位）
中央部は分割後のすべての剥片と石核が接合したもので
ある（410 ＋ 454 ＋ 448 ＋ 439 ＋ 458）。
打面は－ケ所に設定され、その調整が石核 458 の正面か









次に、石核 458（長さ 7.6㎝、幅 4.6㎝）は縦長剥片を上
位から連続剥離した石核である。一枚剥離面をもつ平坦打
面。裏面は自然面である。
分割資料 B（第 24 図右位）





打面として、500（長さ 4.6㎝、幅 3.6㎝）、422（長さ㎝、幅 3.6
㎝）の順で剥片が作出される。剥片 500（長さ 4.6㎝、幅 3.6






















長ものがみられる。石核 452（長さ 5.0㎝、幅 4.9㎝）は両
80 柳　田　俊　雄
第 24図　第４トレンチ第６層下部出土の石器類（清川村教委 1986 より）
第 23図　第４トレンチ第６層下部出土の石器類（清川村教委 1986 より）
（a） （b） （c） （d）
501
（母岩分割資料Ｃ－ 501）























第 25 図－ 364（長さ 3.9㎝、幅 3.9㎝）は厚みのある幅
広剥片である。薄い平坦打面。背面は全部が自然面である。
同図－ 194（長さ 2.5㎝、幅 1.9㎝）は小形剥片。自然面打面。
背面に分割の状況を示すポジとネガティヴな面をもつ。同






































































第 27 図上位には石核 514（長さ 5.5㎝、幅 8.9㎝）と縦




































































































































































































































































































































この他、第２次調査の同一層である岩戸 K から 3 点の石












岩戸Ⅱ（2 点）、第２次調査では岩戸 G（8 点）、岩戸 H（10 点）









で不明である。       




























下位の第 10 層よりも厚く、黒味が淡い。第２次調査では 1





















































































































































ものをＤ 2 類とに細分した。その内訳はＤ 1 類が６点、Ｄ


































































































































































たところ、①－ａ類は 73 点中 24 点で 33％、①－ｂ類が









次 に、 打 面 再 生 剥 片 を 取 り 上 げ る。 第 35 図 の 剥 片
372,2,383,340 は打面再生剥片である。背面側に細かな剥離
痕は見られなく、比較的大きな剥離痕が残存する。一点の
























































石核 316（長さ 7.1㎝、幅 2.6㎝、厚さ 2.8㎝）は両側面
の一面にポジティヴとネガティヴな面をそれぞれ残す。素



































石核 244（長さ 5.2㎝、幅 4.5㎝、厚さ 1.9㎝）は一面に
ポジティヴな面を残す。作業面は比較的大きい縦長剥片を
剥離した痕跡が二面見られる。























石核 204（長さ 3.8㎝、幅 2.6㎝、厚さ 4.4㎝）は素材剥
片の腹面と背面を大きく残し、腹面と背面に挟まれた側辺
を作業面とし、縦長剥片を剥離している。最終剥離面の末











































































剥片 331（長さ 7.4㎝、幅 6.7㎝、最大厚さ 2.1㎝）は打
面側に最大値がある先細りの逆三角形を呈した大形剥片で
ある。平坦打面がポジティヴな剥離面になっている。
















































































ナイフ形石器 54（長さ 5.5㎝、幅 2.6㎝）は幅広の剥片を
素材とし、打面と末端縁の二側辺に調整加工するナイフ形
石器である。切出し形を呈する形態である。





ナイフ形石器 98（長さ 4.0㎝、幅 2.4㎝）は縦長剥片を素
材とし、打面側を切り取るように調整加工する。また、末
端側にも調整加工がみられる。
























剥片 97（長さ 3.3㎝、幅 5.2 ㎝）は横長剥片の末端縁に
ポジティヴな面（スクリ－ンの部分）を残す。
石核 72（長さ 4.4㎝、幅 5.2㎝）は作業面がすべてネガティ
ヴな面である。裏面に自然面が残る。素材は剥片である。






































第 39図　第１トレンチ第６層上部出土の石器（清川村教委 1986 より）
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第 40図　岩戸Ｂ石器群（第２次調査）（坂田 1980 より）



































































































































































































































































































































































































層、さらにはＰ 15 のテフラ（約 2.1 万年前）下位から出土
するものとし、さらに細分できるとした。そして、ａ・ｂ・
ｃの三群の細分は、遺跡の性格や生業の差ではなく、時期
差によるものとし、V ａ→ V ｂ→ V ｃ期の時間的な流れを
























































































そして、これらはＰ 15 と Kr － Kb（小林軽石）のテフラに
挟まれて、Ⅶ期石器群の下位から出土するという。岩戸遺
跡では宮田編年Ⅵ期の石器群を確認することができなかっ
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